
平
成
二
十
二
年
秋
の
特
別
展

(

十
月
二
日

(

土)

〜
十
月
二
十
一
日

(

木))

は
、

『

公
文
書
に
み
る
発
明
の
チ
カ
ラ
―
明
治
期
の
産
業
技
術
と
発
明
家
た
ち
―』

と
題
し

て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
発
明
家
や
特
許
に
関
す
る
公
文
書
等
や
特
許
庁
所
蔵
資
料
を
展

示
し
、
明
治
時
代
に
考
案
さ
れ
た
発
明
の
数
々
を
、
発
明
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
共
に
紹
介
し
ま
し
た
。
展
示
資
料
は
全
四
六
点
。
う
ち
主
な
展
示
物
は
左
の
通
り
。

【
内
国
勧
業
博
覧
会
―
明
治
初
年
の
殖
産
興
業
政
策
と
発
明
―
】

第
一
回
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
会
場
図

内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
外
国
の
新
技
術
の
紹
介
と
国
内
技
術
の
交
流
に
よ
り
産
業
の

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
明
治
一
〇
年(

一
八
七
七)
か
ら
三
六
年(

一
九
〇
三)

ま
で
の
間
に
東
京
で
三
回
、
京
都
・
大
阪
で
各
一
回
ず
つ
開
か
れ
ま
し
た
。
博
覧
会
で

紹
介
さ
れ
た
外
国
の
新
技
術
は
、
初
め
模
倣
や
改
良
と
い
っ
た
形
で
国
内
に
移
入
さ
れ

ま
し
た
が
、
や
が
て
在
来
技
術
と
融
合
し
、
新
た
な
技
術
が
産
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
明
治
一
〇
年
、
同
一
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

は
、
明
治
の
産
業
技
術
発
展
の
黎
明
期
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

発
明
品
が
多
数
出
品
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
後
の
発
明
家
た
ち
の
初
期
の
作
品
も

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
発
明
家
の
デ
ビ
ュ
ー
の
場
と
も
言
え
る
両
博
覧
会
と
出
品
者
の

文
書
を
展
示
し
、
明
治
の
産
業
技
術
の
出
発
点
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

内
国
勧
業
博
覧
会
と
褒
賞
制
度

内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
優
秀
な
発
明
品
に
賞
状
と
賞
牌

(

メ
ダ
ル)

が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
賞
牌
規
則
と
賞
牌
の
見
本
図
か
ら
は
、
名
誉
・

一
〜
三
等
・
褒
状
の
五
段
階
の
賞
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
授

賞
式
直
前
に
な
っ
て
内
務
卿
大
久
保
利
通
の
命
に
よ
り
賞
の
等
級
が
廃
さ
れ
、
賞
牌
も
、

刻
ま
れ
て
い
た
模
様
か
ら
と
っ
て
、
龍
紋
・
鳳
紋
・
花
紋
の
三
賞
と
さ
れ
ま
し
た
。
突

然
等
級
が
廃
止
さ
れ
た
明
確
な
理
由
は
不
明
で
す
が
、
開
催
に
あ
た
っ
て
模
範
に
し
た

ウ
ィ
ー
ン
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
万
国
博
覧
会
で
は
賞
牌
の
等
級
が
設
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
や
、
初
め
て
の
博
覧
会
で
審
査
基
準
が
曖
昧
だ
っ
た
た
め
等
級
化
作
業

に
支
障
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
褒
賞
は
、
全
出
品
者
の
三

割
強
に
あ
た
る
五
千
人
以
上
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
名
誉
・
進
歩
・
妙
技
・
有
功
・
協
賛
の
各
賞
と
褒

状
の
順
に
六
種
類
の
賞
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
最
高
位
を
名
誉
賞
と
位
置
付
け
、
各
賞

に
明
確
な
基
準
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
進
歩
か
ら
協
賛
の
各
賞
は
一
〜
三
等
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
受
賞
者
は
四
千
人
程
で
、
全
体
の
一
割
余
り
に
あ
た
り
ま
し
た
。
賞

牌
に
は
、
石
凝
媛
命

イ
シ
コ
リ
ド
メ
ノ
ミ
コ
ト(

八
咫
鏡

や
た
の
か
が
み

を
造
っ
た
と
さ
れ
る
鋳
物
の
神)

な
ど
の
産
業
や
技
術

に
関
す
る
日
本
古
来
の
神
々
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
賞
牌
の
見

本
図
や
写
真
か
ら
は
、
そ
の
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臥
雲
式
綿
紡
績
機
械
の
発
明

(

臥
雲
辰
致)

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
物
の
う
ち

｢

臥
雲
式
綿
紡
績
機
械｣

(

通
称

｢

ガ

ラ
紡｣)

は
、
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
指
導
し
て
い
た
お
雇
い
外
国
人
Ｇ
・
ワ
グ

ネ
ル
に

｢

余
以
テ
本
会
中
第
一
ノ
好
発
明
ト
ナ
ス｣

と
絶
賛
さ
れ
、
鳳
紋
章
を
受
章
し
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ま
し
た
。｢

ガ
ラ
紡｣

の
発
明
者
臥が

雲う
ん

辰
致
と
き
む
ね(

一
八
四
二
―
一
九
〇
〇)

が
、
明
治
一

五
年
に
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
際
の
文
書
に
は
、
ガ
ラ
紡
の
発
明
の
経
緯
と
と
も
に
、

明
治
一
四
年
頃
の
ガ
ラ
紡
の
広
告
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
紡
は
、
博
覧
会
で
好
評
を
博
し
全
国
に
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
が
、
安
価
で
構

造
が
簡
単
だ
っ
た
こ
と
が
仇
と
な
り
、
大
量
の
模
造
品
が
横
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

当
時
は
特
許
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
臥
雲
は
自
身
の
発
明
に
対
し
て

保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
利
益
を
ほ
と
ん
ど
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
臥
雲
の
例
は
、
特
許
制
度
の
創
設
を
促
す
き
っ
か
け
の
一
つ
と

な
り
ま
し
た
。
ガ
ラ
紡
の
広
告
に
は
、
模
造
品
と
区
別
す
る
た
め
の
焼
印
が
載
せ
ら
れ

て
お
り
、
臥
雲
の
模
造
品
対
策
へ
の
苦
労
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
特
許
制
度
の
創
設
へ
】

商
標
条
例

特
許
制
度
は
、
明
治
四
年
の

｢

専
売
略
規
則｣

の
公
布
に
始
ま
り
ま
す
が
、
技
術
が

未
発
達
で
あ
っ
た
た
め
特
許
を
得
ら
れ
る
発
明
品
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
審
査
員
の
不

足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
翌
年
施
行
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ガ
ラ
紡
や
人
力

車
の
よ
う
に
特
許
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
と
、
制

度
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
復
活
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
明
治
一
七
年
に
は

｢

商
標
条
例｣

、
明
治
一
八
年
に
は

｢
専

売
特
許
条
例｣

(

明
治
二
一
年
に
特
許
条
例
に
改
正)

、
明
治
二
一
年
に
は｢

意
匠
条
例｣

が
公
布
さ
れ
、
本
格
的
な
特
許
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

【
明
治
の
発
明
と
産
業
】

内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
を
通
し
て
行
わ
れ
た
技
術
交
流
や
新
技
術
の
伝
搬
は
、

そ
の
後
多
様
な
発
明
品
を
産
み
出
す
こ
と
と
な
り
、
明
治
期
の
産
業
界
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
特
許
制
度
の
整
備
に
よ
っ
て
発
明
の
保
護
が
図
ら
れ
、
政
府

に
よ
り
奨
励
さ
れ
た
こ
と
も
、
発
明
の
産
業
発
展
へ
の
寄
与
に
つ
な
が
る
も
の
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
明
治
期
の
発
明
者
へ
の
褒
賞
の
文
書
等
を
展
示
し
、
発
明
者
や
発
明
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
産
業
の
発
展
過
程
を
辿

り
ま
し
た
。

竹
尺
目
盛
機
械
の
発
明

(

藤
村
九
平)

明
治
八
年
、
度
量
衡
に
関
す
る
取
締
制
度
が
で
き
る
こ
と
を
耳
に
し
た
藤
村
九
平

(

一
八
五
六
―
一
九
二
九)

は
、
吉
野
川
流
域
の
豊
富
な
竹
材
を
用
い
て
竹
製
の
物
指
も
の
さ

し
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。
藤
村
は
、
明
治
二
二
年
に
苛
性
ソ
ー
ダ
を
用
い
た
竹
材
の

脱
脂
法
を
、
明
治
二
三
年
に
は
足
踏
式
目
盛
機
械
を
発
明
す
る
な
ど
様
々
な
竹
加
工
器

機
を
考
案
し
、
物
指
し
造
り
に
関
す
る
一
連
の
作
業
の
機
械
化
に
成
功
し
、
機
械
工
場

藤
村
度
器
製
作
所
を
経
営
し
ま
し
た
。

大
正
三
年
に
藤
村
九
平
に
緑
綬
褒
章
が
授
与
さ
れ
た
際
の
文
書
に
は
、
参
考
資
料
と

し
て
、
藤
村
が
明
治
二
四
年
頃
に
考
案
し
た

｢

竹
鯨
壱
尺
両
目
盛
機
械｣

｢

竹
鯨
二
尺

両
目
盛
機
械｣

の
写
真
と
発
明
品
の
解
説
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

茶
葉
粗
揉
機
の
発
明

(

高
林
謙
三)

特
許
制
度
が
始
ま
っ
た
明
治
一
八
年
に
は
四
二
五
件
の
特
許
が
申
請
さ
れ
、
九
九
件

が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
許
二
〜
四
号
を
取
得
し
た
の
は
、
高
林
謙
三

(

一

八
三
二
―
一
九
〇
一)

に
よ
る
製
茶
機
械
で
し
た
。

埼
玉
県
狭
山
で
茶
園
を
経
営
し
て
い
た
高
林
は
、
茶
の
生
産
量
の
増
加
の
た
め
に
茶

製
造
の
機
械
化
を
目
指
し
、
特
許
制
度
の
開
始
と
と
も
に
自
ら
開
発
し
た
生
葉
茶
葉
蒸

器
械(

特
許
第
二
号)

、
焙
茶
器
械(

特
許
第
三
号)

、
製
茶
摩
擦
器
械(

特
許
第
四
号)

の
特
許
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
高
林
の
発
明
は
、
つ
み
取
っ
た
生
葉
を
蒸
気
で
蒸
し
、
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熱
風
に
よ
り
揉
み
な
が
ら
乾
燥
さ
せ
る
と
い
う
茶
の
製
造
工
程
の
一
つ
一
つ
を
機
械
化

し
た
も
の
で
し
た
。
高
林
は
そ
の
後
も
発
明
品
の
改
良
に
取
り
組
み
、
明
治
三
一
年
に

は
、
手
揉
み
動
作
を
機
械
内
部
に
備
え
付
け
た｢

高
林
式
茶
葉
粗
揉
機｣

(

特
許
第
三
三

〇
一
号)
を
発
明
し
て
特
許
を
取
得
し
、
茶
製
造
の
機
械
化
へ
の
道
を
開
き
ま
し
た
。

乾
電
池
の
発
明

(

屋
井
先
蔵)

電
池
は
、
一
八
〇
〇
年
に
イ
タ
リ
ア
人
ボ
ル
タ
に
よ
り
発
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本

へ
は
、
安
政
元
年

(

一
八
五
四)
ペ
リ
ー
に
よ
り
将
軍
へ
の
献
上
品
の
一
つ
と
し
て
も

た
ら
さ
れ
た
の
が
初
め
で
し
た
。
そ
の
後
一
八
六
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
ル
ク
ラ
ン
シ
ェ

に
よ
る
液
体
電
池
の
発
明
を
経
て
、
一
八
八
八
年
、
ド
イ
ツ
人
ガ
ス
ナ
ー
等
に
よ
り
乾

電
池
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
ナ
ー
達
に
先
立
つ
こ
と
一
年
前
の
明
治
二

〇
年

(

一
八
八
七)

、
屋や

井い

先さ
き

蔵ぞ
う(

一
八
六
三
―
一
九
二
七)

が

｢

屋
井
乾
電
池｣

を

発
明
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
年
に
屋
井
先
蔵
へ
の
贈
位
が
検
討
さ
れ
た
際
の
文
書
か

ら
は
、
屋
井
の
乾
電
池
発
明
に
至
る
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
一
八
年
、
当
時
時
計
店
で
働
い
て
い
た
屋
井
先
蔵
は

｢
連
続
電
池
時
計｣

の
発

明
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
計
に
使
用
し
た
輸
入
電
池
に
は
、
薬
品
が
染
み
出
し

て
金
具
が
腐
食
す
る
な
ど
の
欠
点
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
欠
点
を
克
服
す
る
目
的
で
明

治
二
〇
年
に
考
案
さ
れ
た
の
が

｢

屋
井
乾
電
池｣

で
し
た
。
屋
井
乾
電
池
は
、
明
治
二

五
年
、
帝
国
大
学
理
学
部
が
屋
井
乾
電
池
を
使
用
し
た
地
震
計
を
シ
カ
ゴ
万
博
に
出
品

し
た
こ
と
に
よ
り
、
世
界
的
に
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
済

的
困
難
な
ど
か
ら
屋
井
の
特
許
取
得
は
こ
の
翌
年
ま
で
遅
れ
、
そ
の
間
に
は
、
屋
井
乾

電
池
の
模
造
品
が
米
国
か
ら
逆
輸
入
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
日
清
戦

争
で
軍
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
そ
の
性
能
が
証
明
さ
れ
た
屋
井
乾
電
池
は
、
国

内
外
で
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
き
ま
し
た
。

【
発
明
と
企
業
化
】

明
治
二
〇
年
に
は
、
不
況
を
克
服
し
て
日
本
経
済
は
急
速
に
回
復
し
、
株
式
会
社
の

設
立
と
株
式
投
資
に
沸
き
立
つ
、
い
わ
ゆ
る
企
業
勃
興
期
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
自
ら
の
発
明
を
事
業
化
し
て
新
た
な
企
業
を
立
ち
上
げ
る
発
明
家
が
輩
出
し
、

そ
の
中
か
ら
は
、
現
在
で
も
馴
染
み
の
深
い
企
業
に
成
長
し
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

発
明
を
元
に
企
業
家
と
な
っ
た
発
明
家
や
、
発
明
が
企
業
の
も
と
で
大
き
く
展
開
し
た

例
な
ど
を
取
り
上
げ
、
現
在
に
つ
な
が
る
発
明
の
数
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。

国
産
オ
ル
ガ
ン
の
製
造

(

山
葉
寅
楠)

山
葉
寅
楠

(

一
八
五
一
―
一
九
一
六)

は
、
明
治
二
〇
年
、
国
産
オ
ル
ガ
ン
の
製
造

に
成
功
し
ま
し
た
。
大
正
一
三
年
に
山
葉
に
贈
位
が
検
討
さ
れ
た
際
の
文
書
に
は
、
山

葉
が
オ
ル
ガ
ン
を
製
造
・
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
葉
が
オ
ル
ガ
ン
の
製
造
を
は
じ
め
た
の
は
、
浜
松
尋
常
小
学
校
の
米
国
製
オ
ル
ガ

ン
を
修
理
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
山
葉
は
、
オ
ル
ガ
ン
の
修
理
か
ら
三
ヶ
月

後
に
は
試
作
品
を
完
成
さ
せ
、
東
京
音
楽
取
調
所

(

現
・
東
京
芸
術
大
学)

教
授
の
伊

沢
修
二
に
鑑
定
を
依
頼
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
鑑
定
の
結
果
は
、
調
律
が
不
正
確
で
実

用
に
堪
え
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
山
葉
が
そ
れ
ま
で
音
楽
を
学
ん
だ
経

験
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
山
葉
は
、
こ
の
後
伊
沢
の
元
で
調
律
法
を
学
び
、
オ
ル

ガ
ン
の
改
良
に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
山
葉
風
琴
製
造
所

(

現
・
株
式
会
社

ヤ
マ
ハ)

を
立
ち
上
げ
、
オ
ル
ガ
ン
の
販
売
を
は
じ
め
ま
し
た
。

山
葉
の
オ
ル
ガ
ン
は
、
明
治
五
年
の
学
制
公
布
に
よ
り
音
楽
が
普
通
教
科
に
加
え
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
、
輸
入
品
の
高
価
な
オ
ル
ガ
ン
に
変
わ
る
音
楽
教
育
用
の
廉
価
な
オ
ル

ガ
ン
と
し
て
、
学
校
関
係
を
中
心
に
販
売
数
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
明
治
二
二
年
に
は
二

五
〇
台
の
販
売
数
を
上
げ
、
明
治
二
八
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
葉
は
渡
米
を
機
に
ピ
ア
ノ
の
製
造
に
も
着
手
し
、
明
治
三
三
年
に
は
ア
ッ
プ

平
成
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年
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示
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報
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ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
を
、
明
治
三
五
年
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
製
造
し
、
こ
れ
ら
は
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
一
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

右
の
ほ
か
以
下
の
タ
イ
ト
ル
で
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

｢

出
品
物
紹
介
―
七
宝
技
法
の
発
展
―｣

、｢

出
品
物
紹
介
―
福
岡
農
法
の
発
明

(

林

遠
里)

―｣

、｢

海
中
沈
没
品
取
上
器
械
の
発
明

(

浅
野
政
吉)｣

、｢

人
力
車
の
発
明

(

和

泉
要
助
ほ
か)｣

、｢

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
意
匠
条
例｣

、｢

紀
州
フ
ラ
ン
ネ
ル
の

発
明｣

、｢

国
産
洋
靴
の
開
始

(
西
村
勝
三)｣

、｢

国
産
マ
ッ
チ
の
製
造｣

、｢

俵
造
の
改

良

(

遠
藤
吉
平)｣

、｢

改
良
揚
繰
網
漁
法
の
発
明

(

千
本
松
喜
助)｣

、｢

緋
友
禅
写
染
法

の
発
明

(

岡
島
千
代
造)｣

、｢

錦
莞
莚
の
発
明

(

磯
崎
眠
亀)｣

、｢

清
温
育
の
発
明

(

高

山
長
五
郎)｣

、｢

斎
外
式
力
織
機
の
発
明

(
斎
藤
外
市)｣

、｢

原
田
式
力
織
機
の
発
明

(

原
田
元
治
郎)｣

、｢

官
営
愛
知
紡
績
所｣

、｢

大
阪
紡
績
会
社

(

山
辺
丈
夫)｣

、｢

三
重

紡
績
所(

伊
藤
伝
七)｣

、｢

製
麺
機
の
発
明(

真
崎
照
郷)｣
、｢

釜
石
鉱
山
田
中
製
鉄
所｣

、

｢

宮
原
式
水
管
汽
罐
の
発
明

(

宮
原
二
郎)｣

、｢

村
田
銃
の
発
明

(

村
田
経
芳)｣

、｢

国

産
バ
イ
オ
リ
ン
の
製
造(

鈴
木
政
吉)｣

、｢

エ
ン
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
の
発
明(

田
中
正
平)｣

、

｢

御
法
川
式
多
条
繰
糸
機
の
発
明

(

御
法
川
直
三
郎)｣

、｢

豊
田
式
自
動
織
機
の
発
明

(

豊
田
佐
吉)｣

、｢

国
産
レ
ー
ヨ
ン
の
製
造

(

久
村
清
太
・
秦
逸
三)｣

、｢
真
珠
養
殖
法

の
発
明

(

御
木
本
幸
吉)｣

、｢

蚊
取
り
線
香
の
発
明

(

上
山
英
一
郎)｣

、｢

亜
鉛
華
精
製

法
の
発
明(

茂
木
重
次
郎)｣

、｢

蓄
電
池
の
発
明(

島
津
源
蔵)｣

、｢

国
産
電
気
メ
ー
カ
ー

の
誕
生

(

田
中
久
重
・
藤
岡
市
助)｣

、｢

池
貝
式
標
準
旋
盤
の
発
明

(

池
貝
庄
太
郎)｣

、

｢

水
道
管
用
鋳
鉄
管
製
造
法
の
発
明

(

久
保
田
権
四
郎)｣

、｢

氷
砂
糖
の
発
明

(

鈴
木
藤

三
郎)｣

、｢

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
の
発
見

(

池
田
菊
苗)｣

、｢

タ
カ
ヂ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
発
見

(

高
峰
譲
吉)｣

、｢

オ
リ
ザ
ニ
ン
の
発
見

(

鈴
木
梅
太
郎)｣

こ
の
ほ
か
、
壁
面
に
は
以
下
の
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、
展
示
し
ま
し
た
。

｢

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会(

全
体
図)｣

、｢

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会(

美
術
館)｣

、

｢

明
治
天
皇
皇
后
両
陛
下
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
行
幸
啓｣

、｢

草
綿
一
覧｣

・

｢

養
蚕
手
引
き
草｣

(
『

産
物
一
覧』)

、｢

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
物

(

風
車
・

尺
度
劃
線
機
・
避
火�
・
犬
力
機
・
乾
酪
搾
機)｣

、｢

特
許
五
九
六
号

家
外
小
便
所｣

｢

特
許
六
一
九
号

液
什
抽
出
瓶｣

(
『

農
商
務
工
報
・
号
外』)

、｢

東
洋
紡
績
株
式
会

社
三
軒
家
工
場｣

｢

屋
井
乾
電
池

屋
井
先
蔵

(

左)

と
息
子
三
郎｣

｢

釜
石
鉱
山
田
中

製
鉄
所｣

(
『Japan

in
the
T
aisho

E
ra』

ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
社
・
一
九

一
七
年
発
行)

な
ど
の
図
や
写
真
。

日
本
製
靴
株
式
会
社
、
岡
島
千
代
造
本
店
、
金
丸
銃
砲
店
、
鈴
木
楽
器
店
、
豊
田
式

織
機
株
式
会
社
、
御
木
本
真
珠
店
、
日
本
ペ
イ
ン
ト
製
造
株
式
会
社
、
島
津
製
作
所
、

東
京
電
気
株
式
会
社
、
芝
浦
製
作
所
、
久
保
田
鉄
工
所
、
池
貝
鉄
工
所
、
大
日
本
精
糖

株
式
会
社
、
株
式
会
社
鈴
木
商
店

(

味
の
素)

、
三
共
株
式
会
社

(

タ
カ
ヂ
ア
ス
タ
ー

ゼ
・
オ
リ
ザ
ニ
ン)

な
ど
の
広
告
類
。

｢

発
明
の
チ
カ
ラ

関
係
年
表｣

、｢

輸
出
総
額
に
占
め
る
主
要
輸
出
品
の
割
合
の
推

移｣
(

グ
ラ
フ)

ま
た
、｢

専
売
特
許
明
細
書｣

を
元
に

｢

特
許
第
一
二
号

納
涼
団
扇
車｣

一
台
を

作
成
し
、
展
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
特
許
庁
図
書
館
よ
り

｢

工
業
所
有
権
雑
誌｣

創
刊
号

(

復
刻
版)

、
八
、

一
三
、
一
四
号
を
借
用
し
、
工
業
所
有
権
協
会

(

現
・
発
明
協
会)

と
第
一
回
特
許
展

覧
会
等
に
つ
い
て
の
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、
設
置
当
初
の
専
売
特
許
局

(

特
許
庁
の
前

身)

や
職
員
の
写
真
等
を
パ
ネ
ル
に
し
、
展
示
し
ま
し
た
。
特
許
庁
か
ら
は

｢

現
代
の

発
明
家
か
ら
未
来
の
発
明
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ｣

等
の
パ
ネ
ル
と
特
許
登
録
書
の
見
本

等
を
提
供
い
た
だ
き
、
特
許
制
度
一
二
五
周
年
記
念
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
展
示
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
秋
の
展
示
会
報
告

一
九
五

���������������������������������������

����



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MS-UIGothic
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG2000
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 100
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG2000
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 100
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    595.27557
    841.88977
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox false
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    8.50394
    8.50394
    8.50394
    8.50394
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Standard v2)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /True

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200034002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


